
25

地学とは
 高校の理科：物理学・化学・生物学・地学

https://spreading-earth-science.com/what-is-earth-science/

 大学：地球物理学、地質学、天文学、地理学

諏訪と信州の地学

－背景・研究・教育－

小口 高（おぐち たかし）

東京大学・空間情報科学研究センター

市民科学プロジェクトシンポジウム

4. 諏訪と信州の地学―背景・研究・教育―
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地質学 （たぶん地学の典型）

非常に古い対象も扱う：億年単位の

古さの岩石や化石

しかし地質学の近代化は遅かった

背景：西洋では聖書の記述を証明する

学問として位置づけ

→地層からノアの洪水を読み取る

→地球の年代は数千年と考察

 19世紀の氷河時代の発見から近代化

三澤勝衛の研究分野

1926

1923
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ルイ・アガシー

（1807～1873）

スイス・米国

ウィリアム・バックランド

（1784～1856）

英国

迷子石と氷河時代の発見

Louis Agassiz (1840)

Études sur les glaciers

ニューヨーク

セントラルパーク

（2024年12月）
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日本の地学の始まり
明治維新：お雇い外国人

政府は資源開発の観点で地質学を重視

ドイツ人のハインリッヒ・エドムント

・ナウマン：日本の広域で地質調査

ナウマンゾウとフォッサマグナ

→後者は信州での観察が重要

英国人のジョン・ミルン：軽井沢に

滞在して浅間山を調査



29

戦後の地学

戦前の主要大学の研究者を主体とする

権威主義的な学問への反発

地学団体研究会（地団研）の創設

（1947年）→市民も参加する団体研究、

特に高校・大学の教員が貢献

グループでの野外調査を重視

主要な団体研究の例：火山灰層

（ローム層）の調査

戦前の地学における氷河論争
ドイツ人アルフレッド・ヘットナーと

小川琢治の調査（1913）

矢沢・河野（1923）
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地球科学

1962

37名

地団研機関誌

「地球科学」

1954年
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日本地質学会

「地質学雑誌」

1961

（1918～1979)
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広域火山灰

静岡県小山町
http://ooisivolcano.my.coocan.jp/
volcano/magmas/ontake.htm

地質学雑誌 1967
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地質学雑誌

1967

Yug and Pekachu, Wikimedia Commons

1970年代以降：さらなる広域火山灰の

発見：地学・考古学等に非常に有用
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2004

諏訪市ホームページ
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1980年代までの地団研

広義の市民科学の普及に大きな貢献

地団研の中枢に神のように扱われる

少数の研究者が現れ、権力を持つ

セクト・内ゲバの類の発生

最新の成果を受け入れない面

例：1970年代以降に世界では常識と

なったプレートテクトニクスを拒絶し、

古い「地向斜造山論」に固執



36

諏訪清陵高校の地学

2008

https://www.dpri.kyoto-u.ac.jp/web_j/saigai/database/

https://y-a.boy.jp/index/2-4/
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北澤潔さんの

牛正の授業ノート

牛山正雄先生（牛正）の影響

名物教師、教科書とは異質な授業

独特の語り、ショーのような面も

英語や科学の概念の頻発

地学以外の科学も語る：疲労回復には

クエン酸と言ってレモンの輪切りを

湖周マラソンの坂で配布（うしまさ坂）

新田次郎「霧の子孫たち」（1970年）

での描写は伝説になっていた
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おわりに

信州は日本の地学で歴史的に重要

戦後の地学団体研究において初等教育

にまで至るユニークな成果

中等教育でも地学および関連分野

（地理学・天文学など）を重視

教育を介した広義の市民科学

各種の教育機関や博物館などが連携

した伝統の継続が望まれる

諏訪清陵高校ホームページ


